
 

 

 
 
 

第 67回文化祭 

学年閉鎖の影響により、１１月７日(火)に延期となりました。練習や準備が予定通り進まず、

苦労しました。変更にうまく対応できたのは、約３年間に及ぶ制限の中での活動のおかげかもし

れません。体育祭同様、出演の生徒達、また裏方の生徒達それぞれの「一生懸命な姿」に心が

熱くなる時間を過ごさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いのち輝かせ 未来を創る 生徒の育成」 
           第８号  令和 5年 1２月５日 

現在3678ポイント！ 

「とよおか歩子」 

←全校合唱「Yes！！」、「変わらないもの」 
 

港中の伝統ともいえる大きく、きれいな
歌声はもちろん、口を大きく開けて歌う姿、
全身でリズムを取りながらの一生懸命な様
子に感動します！ 
互いに信頼があるからこそ、大きな声を

出せる。合唱の様子一つに、その集団のま
とまりやきずなの強さが現れてきます！ 

3年学年発表 「おらたち東京さ 行っただ」→ 
 

3年生の日常そのままの自由さや独創
性たっぷりに、修学旅行の思い出を寸劇や
自作動画を交えながら表現しました。（私も
出演させてもらい、ありがとう！） 
ふるさとの良さが改めて分かる東京での

3日間だったのではないでしょうか？ 

 
←私の主張 
 
「ぼくとゲーム」 １年 ○○○○ 
「誹謗中傷をなくしたい」 ２年 ○○○○ 
「挑戦 ～ファーストペンギンと私～」 ３年 ○○○○(写真) 

 
この発表に向けて、学級弁論大会をしてきました。自分の思

ったことを人に伝える＆聞くことは貴重な経験だと思います。 
 

１年学年発表 ふるさと学習「但馬で1億円かせぐ方法」→ 
 

ふるさとの良さを多くの人に知ってもらうため
に班ごとにアイデアを出し、プレゼンテーションを
行いました。海外では中学生のアイデアが、社会
で実現している国もあり、日本でも実際に予算
に組み込んでいる自治体もあるそうです。 

 

←吹奏楽部演奏→ 
 

3年生は最後の演奏
でした。このメンバーで
の演奏が最後だと思う
と、時間が惜しかったで
す。(アンコールも 2回
ありましたね！) 
 

≪文化祭特集裏にも続きます！≫ 
 

このところ伸び悩んでいます(T_T)→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰の記録 

○第５７回 小・中学生作文・詩集「但馬の子ども」 
   詩の部 佳作 3年 ○○○○ 「ふゆちゃん」 

○第７５回 幼・少・中造形教育展 
入選  3年 ○○○○ 

○但馬小･中学校読書感想文コンクール 
    特選  1年 ○○○○  「スクラッチ」を読んで   
    入選  3年 ○○○○  命の尊さ 
    佳作  2年 ○○○○  「5番レーン」を読んで 

○第６９回 但馬造形教育展 
特選  3年 ○○○○ 

 
○ソフトテニスのじぎくカップ但馬予選 
準優勝 ○○○○・○○○○組(県大会へ) 

○第４３回 兵庫県中学校総合文化祭 
美術部門 特選 3年 ○○○○  

「僕が夢中になった9のこと」 
書写部門 特選 3年 ○○○○ 
   入選 3年 ○○○○・1年 ○○○○ 

○港地区コミュニティ 福祉標語最優秀賞 
3年 ○○○○ 
「やさしさの バトンをつなぐ 港地区」 

2年 ○○○○ 
     「誰にでも 優しくなれる 町であれ」 

 

お礼 地域の方よりたくさんの雑巾をいただきました。ありがとうございます！ 

 

今後の予定 
  １２/１８(金) 学校運営協議会 

  １２/１２(火) 読み聞かせの日 
  １２/１８(月) 自分で作るお弁当の日 
  １２/１９(火)・20(水) 期末保護者会 
  １２/２１(木) 給食最終日 
  １２/２２(金) ２学期終業式 
  １２/２３(土) 家庭読書の日 
  １２/２４(日) アンサンブルコンテスト但馬地区大会 
  １１/１９(火) ３学期始業式 

  １１/１０(水) 給食開始・実力テスト 
  １１/１１(木) ＰＴＡ本部役員会 
  １１/１７(水) 阪神淡路大震災から２９年 
  １１/１８(木)・１９(金) ３年進路保護者会 

２年学年発表 演劇 「Precious Memories ～大切な思い出～」 
 
練習するごとに役者になっていく生徒たちを見ながら、物語に引き込まれていきました。同時

に「命」について考えさせられる時間でした。 
劇中の人物を演じる者がどれだけ理解するか？他人を理解する力が育つのも演劇の教育

的効果と言われています。 

展示発表→ 
 
廊下に無数の足跡が続いて

いる・・・たどっていくとそこが展
示会場でした。作者のコメント
がつけられたことで、より深く作
品を見ることができました。 

○校則改正について生徒会より保護者
へのアンケートがありました。今後は生
徒、保護者、学校の意見をすり合わせな
がら、必要な改正を進めていきます。 
 
○世界の各地で起こっている戦闘が毎
日のように報道されています。戦う両者
は「正義」を根拠としていますが、人の
命を奪う事以上の正しい事があるので
しょうか？ 
私たちは「画面上の他人事」としてと

らえることなく、当事者でないからこそ正
しい判断の下、やれることをしようとする
気持ちを結集し大きな力にしたいもの
です。 

ひとこと 


